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■ 派遣先協定校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ カナダ 

セント・メアリーズ大学 

カールトン大学 

■ アメリカ 

モンタナ州立大学 

キャロル大学 

インカーネットワード大学 

ウィスコンシン大学オークレア校 

■ 台 湾 

崑山科技大学 

国立高雄科技大学 

■ イギリス 

ランカシャー大学 

■ 中 国 

深圳大学 

北京外国語大学 

北京語言大学 

北京第二外国語学院 

 

■ ベトナム 

ベトナム国家大学ハノイ校 

■ 韓 国 

大田大学校 

全南大学校 
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◆ 交換留学制度の趣旨 

熊本学園大学では、海外留学を目指す学生のために姉妹大学等との交流協定に基づき、本学の交換留学生と

してそれぞれの大学に派遣し、留学生活を通して国際理解・交流を深め、将来国際社会において活躍できる人材

を育成することを目的として、交換留学制度を設けています。 

◆ 交換留学のしくみ 

交換留学とは、本学に在学したまま、海外の協定校に留学することです。学内選考試験において派遣者が選抜

されます。留学期間は 1 年間又は 1 学期間です。留学期間中に修得した単位は一定の条件のもと、本学の単位

として換算認定が可能です。また、本学に学費を納入し、留学先では学部授業料が免除になり、留学援助金が本

学から支給されます。金額は派遣先、期間、現地の受入条件により異なります。渡航費、滞在費等の留学にかか

る費用は自己負担です。英語圏に留学する場合、協定校が定める TOEFL®や IELTS 等の語学要件を満たしていな

いと派遣できません。また、大学付属の語学学校に行く場合の受講料は自己負担になります。 

交換留学制度と交換留学のスケジュール 

 
交換留学生になるには ◇年に一度実施される選考試験を受けて合格する必要があります。 

 

●申込の流れ 

募集説明会：令和 8年 4月下旬～5月中旬（随時）開催日はポータルシステムにてお知らせします。 

出 願 期 間：令和 8年 5月 7日(木)～6月 30 日(火) 午後 3時まで 

出 願 書 類：①交換留学申込書・誓約書、②留学計画書、③選考試験・事前研修日程調整表、④英語スコア（英語圏のみ） 

      ④健康診断証明書（1 年次は入学時に提出したもの、2 年次以上は就職課の証明書発行機で発行したものを提出すること） 

 ★英語圏の交換留学を希望する場合、派遣先大学が定める語学要件を満たす TOEFL iBT® 、TOEIC®、IELTS 等のスコアの提出が必要です。 

  応募期間内に要件を満たすスコアの提出が間に合わない人は、スケジュールに記載の期間までに必ず提出してください。 

書類提出先：国際教育課（新 1号館 1階） 

 

●学内選考試験（7 月上旬～7 月中旬）  

派遣国・地域 
語学力試験 

面接試験 書類審査 
筆記 口頭 

英語圏 

韓国（全南）② 

ベトナム 

派遣先大学が定める語学要件を満

たす TOEFL iBT® 、TOEIC®、IELTS 

等のスコアの提出 ※1 

英語による 

口頭試験 

日本語による 

面接試験 

交換留学申込書・留学計画書・

学内成績・健康診断結果を含

みます 

韓国（大田） 

韓国（全南）① 
韓国語の筆記試験 

韓国語による 

口頭試験 

中国語圏 中国語の筆記試験 
中国語による 

口頭試験 

 

●スケジュール 

 
春派遣 

韓国、中国語圏 

秋派遣 

アメリカ、カナダ、イギリス、ベトナム 

出願期間 令和 8 年 5 月 7 日（木）～6 月 30 日（火）午後 3 時まで 

選考試験 令和 8 年 7 月上旬～中旬（予定） 

※1 

英語スコア提出 

（英語圏のみ） 

令和 8 年 9 月 7 日（月）午後 3 時まで 

※スコアは令和 6 年 11 月 1 日以降のものに限る 

令和 8 年 12 月 7 日（月）午後 3 時まで 

※スコアは令和 7 年 4 月 1 日以降のものに限る 

内定発表 令和 8 年 10 月上旬（予定） 令和 9 年 1 月上旬（予定） 

 

 R8 R9 

5～6 月 7 月 9 月 10 月 12 月 1 月 2～3 月 8～9 月 

春派遣 

出願期間 選考試験 

英語スコア 

提出期限 
内定発表   出発  

秋派遣   
英語スコア 

提出期限 
内定発表  出発 

 

●内定者合格発表 

 ポータルシステムにて発表します。 
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現地到着時  

●到着報告 ●留学先の住所・連絡先の報告 

 

留学中の活動 
●大学又は語学学校において履修した授業へ参加  ●「月次留学報告書」の提出（月に1回） 

●「生活・履修状況報告書」の提出（1学期に1回） ●語学試験の受験（帰国後にスコアを提出する） 

●現地長期休暇の前に休暇中の予定と連絡先の報告 ●帰国スケジュールの連絡 

日本帰国後 
●大学へ帰国報告を行い、帰国届を提出      ●派遣先大学から発行された成績証明書及び修了証の提出 

●履修状況報告書、シラバスの提出        ●留学後アンケートの回答、留学報告書の提出  

●語学試験スコアの提出             ●留学報告会での口頭報告（毎年5月～6月又は10月～11月に実施） 

 

単位換算認定 授業科目の履修登録・単位の換算認定・免許・資格については16p を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留学出発までの大まかな流れです。詳細はオリエンテーションで説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋派遣（R9.8 月～9 月）の場合 

10月頃から  ・派遣オリエンテーション開始（随時） 

       ・パスポート申請 

       ・語学試験受験 

翌年3月頃から ・入学申込、入寮申込 

       ・寮費支払い 

       ・派遣先大学保険手続き 

翌年4月頃から ・事前指導の受講 

       ・航空券手配 

       ・ビザ申請準備 

       ・予防接種(必要に応じて) 

翌年6月頃   ・入学許可書等の受取 

       ・ビザ申請 

       ・健康診断 

翌年7月頃   ・留学許可書交付式 

        ・海外旅行保険の加入 

       ・留学前アンケートの回答 

        ・出国届の提出 

       ・外務省のオンライン在留届の登録 

各大学の指定する日：出発 

春派遣（R9.2 月～3 月）の場合 

10月頃から ・派遣オリエンテーション開始（随時） 

・パスポート申請 

・事前指導の受講 

・語学試験受験 

・予防接種 

11月頃から ・入学申込、入寮申込 

・寮費支払い 

・派遣先大学保険手続き 

・航空券手配 

・ビザ申請準備 

12月頃から ・入学許可書等の受取 

      ・健康診断 

・ビザ申請（派遣先による） 

翌年1月頃  ・留学許可書交付式 

      ・海外旅行保険の加入 

      ・留学前アンケートの回答 

      ・出国届の提出 

      ・外務省のオンライン在留届の登録 

各大学の指定する日：出発 

 

留学中も大学との連絡を保持してください 

（Google Chat や LINE 等） 

派遣内定から留学の準備、派遣確定まで ◇各種派遣オリエンテーションすべてに出席が必要です。 

●オリエンテーション：10 月または 1月の内定発表後～出発まで随時実施 

●事前研修：派遣までに 2 回実施 

●事情研修：協定校からの交換留学生又は帰国した派遣交換留学生との懇談会 

●危機管理オリエンテーション 

●派遣先大学が定める入学必須要件である英語の語学試験（TOEFL iBT® 、TOEIC®、IELTS 等）の受験など 

 

◇派遣が確定する要件： 

●派遣オリエンテーションのすべてに参加していること。 

●派遣先大学への入学手続きやビザの取得など渡航に関する手続きがすべて完了すること。 

※派遣確定後に「留学許可書」が公布され、留学援助金が支給される。 
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交換留学（英語圏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■応募資格 

 

派遣時に本学に1年以上在学している者で、かつ、帰国時に本学学則第5条に定める在学年数（8年）を超えない者。 

■派 遣 先  

 派遣期間 

 

ア メ リ カ  

 

 

 

 

カ ナ ダ 

 

 

イ ギ リ ス 

 

ベトナム 

 

韓国② 

 

〈派遣期間：R9.8～R10.5〉 ●モンタナ州立大学 

●キャロル大学 

●インカーネットワード大学 

〈派遣期間：R9.8～R9.12〉 ●ウィスコンシン大学オークレア校 

 

〈派遣期間：R9.9～R9.12〉 ●セント・メアリーズ大学 

〈派遣期間：R9.9～R10.4〉 ●カールトン大学 

 

〈派遣期間：R9.9～R10.5〉 ●ランカシャー大学 

 

〈派遣期間：R9.8～R10.5、R9.8～R9.12〉  ●ベトナム国家大学ハノイ校 

 

〈派遣期間：R9.3～R9.12、R9.3～R9.6〉 ●全南大学校 

 

■派遣予定人数 英語圏（計8名）、韓国①②※（計2名）※6p参照 

 

■応募手続 

■選考試験 

2p参照 

2p参照 

■語学要件 

 

 

5p参照 

 
 

■学 部 枠 アメリカ・カナダ・イギリスについては、原則として、各学部に最大2名の派遣予定者枠を設けます。 

■留学経費 

 

○学部授業料：免除。ただし、大学によっては語学学校は有料。 

○そ の 他：自己負担（滞在費、渡航費、保険料等） 

※大学より留学援助金が支給されます。 

■単位換算 

 

○所属する学科で開設されている科目に相当する科目を留学先大学で履修し、単位を修得する必要があります。 

○履修科目の授業内容や総授業時間数も認定の条件になります。 

○本学ですでに単位を修得した科目は、12単位を限度に自由選択科目として認定されます。 

○16p参照 

■備  考 

 

○応募書類は不備の無い状態で出願期間内に提出してください。 

○留学期間中は本学の在学期間とみなされ、その期間の学費は納入しなければなりません。 

○留学内定学生が後日適当でないと認められた場合は、内定を取り消します。 

○本学が正当と認める理由以外による辞退は認めません。 

○英語圏については、交換学生数のバランスにより、派遣できない大学が出る場合があります。また留学内定

学生の英語スコアが派遣先大学の要求を満たさない場合、派遣できない場合もあります。 

○世界情勢及び感染症の流行等を理由に派遣を中止する場合があります。 

募集要項 
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募集要項 

派遣先大学(英語圏)条件一覧
 

英語圏の大学に留学する場合、学部授業を履修するためには大学ごとに必要な TOEFL®や IELTS のスコアレベルを満

たさなければなりません。必要なスコアの要件を満たさない場合、大学付属の語学学校への入学となり、授業料は有料

となります。 

注：iBT=インターネット版 TOEFL 

  TOEFL®や IELTS についての詳細は、19p を参照してください。 

 注：1学期あたりの語学コースの期間、授業料は派遣先大学のホームページを参照しています。 

 

 

大学名 
学部授業  

語学要件及びGPA要件 

語学学校 

1 学期あたりの授業料目安 

及び語学要件 

アメリカ 

モンタナ州立大学 
TOEFL iBT○R  71 以上 

IELTS 6.0 以上 

いずれかの英語スコアを満たし、かつ GPA2.75 以上であること 

 

キャロル大学 
TOEFL iBT○R  80 以上 各技能:バンドスコア 20 以上 

IELTS 6.0 以上 
 

インカーネットワード大学 
TOEFL iBT○R  79 以上 

IELTS 6.5 以上 

TOEIC○R  650 以上 

 

ウィスコンシン大学オークレア校  

《約半年：15 週間》 

ESL：US$6,120(目安) 約 87 万円 

IELTS 4.0 以上 

TOEFL iBT○R  48 以上 

カナダ 

セント・メアリーズ大学 
TOEFL iBT○R  83 以上 各技能:バンドスコア 20 以上 

IELTS 6.5 以上 各技能:バンドスコア 6.0 以上 
 

カールトン大学 

TOEFL iBT○R  86 以上 

ライティング&スピーキング：バンドスコア 22 以上 

リーディング&リスニング：バンドスコア 20 以上 

IELTS 6.5 以上 各技能：バンドスコア 6.0 以上 

 

イギリス 

ランカシャー大学 
IELTS 6.0 以上 各技能バンドスコア 5.5 以上 

一定条件のもと Degree の取得が可能 

《約 1 年：24 週間》 

Language Academy:授業料免除 

IELTS 4.0 以上 
※学部へ移行不可 

ベトナム 

ベトナム国家大学ハノイ校 IELTS 6.0 以上、かつ GPA2.8 以上であること  

韓国 

全南大学校 TOEIC○R  600 以上（推奨） 

 

5



 

 

募集要項 

 

交換留学（韓国・中国語圏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■応募資格 

 

派遣時に本学に1年以上在学している者で、かつ、帰国時に本学学則第5条に定める在学年数（8年）を超えない者。 

■派 遣 先 

 派遣期間 

 派遣予定人数 

 

韓   国  〈派遣期間：R9.3～R9.12、R9.3～R9.6〉  ●大田大学校（6名） 

             〈派遣期間：R9.3～R10.2、R9.3～R9.8〉  ●大田大学校語学学校 

〈派遣期間：R9.3～R9.12、R9.3～R9.6〉   ●全南大学校①②（計 2 名） 

（韓国計 8名） 

 

中 国  〈派遣期間：R9.2～R10.1、R9.2～R9.6〉    ●深圳大学 

●北京第二外国語学院 

●北京外国語大学 

●北京語言大学 

 

台   湾  〈派遣期間：R9.2～R10.1、R9.2～R9.6〉    ●崑山科技大学 

●国立高雄科技大学 

（中国語圏計 6名） 

 

 

 

■応募手続 

 

2p参照 

 

■選考試験 

 

2p参照 

 

■学 部 枠 韓国と中国語圏については、原則として、1学部から最大 2名の派遣とします。 

■留学経費 

 

○学部授業料：免除 

○そ の 他：自己負担（滞在費、渡航費、保険料等） 

※大学より留学援助金が支給されます。 

■単位換算 

 

○所属する学科で開設されている科目に相当する科目を留学先大学で履修し、単位を修得する必要があります。 

○履修科目の授業内容や総授業時間数も認定の条件になります。 

○本学ですでに単位を修得した科目は、12単位を限度に自由選択科目として認定されます。 

○16p参照 

■備  考 

 

 

 

 

 

○応募書類は不備の無い状態で出願期間内に提出してください。 

○留学期間中は本学の在学期間とみなされ、その期間の学費は納入しなければなりません。 

○留学内定学生が後日適当でないと認められた場合は、内定を取り消します。 

○本学が正当と認める理由以外による辞退は認めません。 

○世界情勢及び感染症の流行等を理由に派遣を中止する場合があります。 
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募集要項 

 

派遣先大学（アジア）授業内容 

 アジアの各大学に留学する場合、大学によっては学部授業の専門科目が受講できたり、留学生のための必須科目が設

定されていたりと条件が異なりますので確認してください。 

 

大学名 受講可能な科目 

韓 国 

大田
テジョン

大学校 

学部 

交換留学生向けに「大学韓国語」の授業があり、語学の四技能（聞く、読む、書く、話す）をしっかり身に付け

ることができます。さらに大田大学校の正規学部課程の授業科目を受講できます。例えば、「国際貿易通商論」

（経済学科）、「日本語学概論」（ビジネス日本語学科）、「心理学」「環境と人間」「国際法」等の科目があります。

韓国語課程と学部課程を同時に履修できます。 

韓国語教育センター（語学堂） 

交換留学生および外国人留学生に韓国語と韓国文化を教えるために設立された大学付属の韓国語教育センター

では、TOPIK3 級から 6 級の取得を目標に韓国語教育を行っています。 

※学部と韓国語教育センター（語学堂）は同時に受講することはできません。 

全南
チョンナム

大学校 

① 韓国語コース（韓国語での授業） 

韓国語で行われている学部授業や韓国語および韓国文化に関する授業を履修することができます。ただし、「薬

学」「医学」「看護学」「獣医学」「教職課程」は履修することはできません。 

※全南大学校では一学期に履修可能な科目数が 6 科目と定められています。 

② 英語コース（英語での授業） 

英語で行われている授業は約 150 科目あり、交換留学生は所属学科を超えて履修できます。英語の授業を受け

るためには TOEIC で 700 点以上持っているのが望ましいとされています。また、単位取得はできませんが、外

国人留学生向けに設立されている「CNU Language Education Center」にて韓国語（初級、中級）クラスを受講

することもできます。 

中国語圏 

中 

  

  

国 

深圳
シンセン

大学 

初級、中級、上級の 3 レベルで開講されている外国人のための中国語科目（中国語総合、リーディング＆ライティ

ング、リスニング＆スピーキング）が受講できます。深圳大学では、外国人留学生向けの語学課程のほか、中国人

学生と共に正規学部課程の授業科目を履修、受講できます。 

北京外国語大学 

初級、中級、上級の 3 レベルで開講されている外国人のための中国語科目（中国語総合、口語、リーディング＆ラ

イティング）を受講します。中国語科目は必須科目として、「中国概況」「中国文化」「中国語慣用句」「中国民族祭

日文化解析」等が選択科目として開講されています。宿題等も比較的多く、成績評定の際には出席率等も含まれ、

語学力を確実にレベルアップできるカリキュラムが組まれています。 

北京語言大学 

「漢語進修学院」の初級、中級、上級の 3 レベルで開講されている中国語科目（中国語総合、会話、作文等）は必

須科目であり、過去には選択科目として「閲読」「実用語法分析」「中国人文地理」「翻訳基礎」等を選択しています。

上級レベルでは「経済貿易中国語会話」「時事中国語ヒアリング」「討論」「日中翻訳」等、より高度なレベルを目指

した科目が開講されており、翻訳・通訳等の技術向上の基礎となる科目も受講できます。 

北京第二外国語学院 

「漢語学院」の初級、中級、上級、3 レベルで開講されている外国人のための中国語科目（精読、閲読、会話、作

文、ヒアリング、新聞精読等）が受講できます。また高級クラスでは、選択科目として、「現代中国語概論」「中国

古代文学」「論文執筆指導」等が選択できます。 

台 

  

湾 

崑
コン

山
サン

科技大学 

台湾文化を学ぶ科目等の正規学部課程の専門科目を受講します。その他に、語学センターの中国語科目（読み、書

き、ヒアリング、文法、討論等）も受講できます。3 つのレベルに分かれていますが、レベル分けテストはなくどの

レベルも履修することができます。 

国立高雄
タ カ オ

科技大学 
商学・経済系の学部か外国語学部を選択し、主に学部の正規科目を履修します。1 学期に 4 科目の中国語クラスが

あり、中国語のスキルアップをすることができます。 
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■授業科目の履修登録 
本学と留学先との教育制度や学年暦が異なる場合、本学の年度途中で出国・帰国するケースがありますが、本学での履修に

ついて、留学に関しての措置があります。 

○出国年度に本学で年度始めに履修登録をし、春学期の学修を終了した通年授業科目の秋学期分を帰国年度の秋学期に継続

して履修することで、通算して 1年間の学習として成績評価をします。（ただし、出国年度の授業時間割と帰国年度の授業

時間割、また担当者が異なる場合があります） 

○出国年度に開講されていても、帰国年度に開講されない場合、その授業科目は継続履修できないことがあります。その場

合、新規に秋学期完結の授業科目を履修することができます。 

○演習を履修する場合、その取り扱いが学科によって異なりますので、学生便覧の履修規程を確認し教務課窓口で早めに相

談してください。 

○資格取得に関する履修については、事前に教職・実習課に相談してください。 

○卒業年次生は、出国年度の履修登録時と出国前に、帰国後の対応について事前に確認してください。 

○その他、出国年度の履修については教務課窓口で相談してください。 

 

■例：9 月から 1 年間留学する場合  ※春学期、秋学期それぞれで完結する科目は、その該当期間で認定される。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

■単位換算認定について 

留学期間中に留学先大学で単位を修得した授業科目を、本学所属学科（入学年）の科目として単位換算認定します。 

なお、留学先大学で単位を修得した授業科目の取り扱いについて下記の注意点があげられます。 

 

単位認定の原則 

単位を換算認定される科目は、本学の設置する科目に相当するものでなければならない。類似科目で、

かつ本学において単位未修得の科目に認定。ただし、すでに修得している科目であっても 12 単位を限度

に一括認定する場合がある。 

単 位 認 定 方 法 留学先大学で単位を修得した科目の講義内容と授業時間数に基づき判断し、科目を認定する。 

そ の 他 

どの科目に認定するかは大学で決定するので、各自で判断しないこと。留学中に履修した科目の成績表・

シラバス・授業時間数等は、国際教育課へ帰国後提出する重要な書類のため正確に報告・作成すること。 

学生便覧の「単位換算認定基準」を参照のこと。 

 

 

 

 

■免許・資格について 
免許・資格取得を希望する学生（日本語教員・教職・司書・福祉関係等）は履修すべき科目が多くなります。 

留学すると、場合によっては卒業や免許・資格の取得に 5年以上かかるケースも出てきます。 

実習の時期なども考慮に入れ、担当教員や教職・実習課と相談しながら、留学の時期を考えてください。 

 

［場  所］ 11 号館 1階 

［窓口時間］ 平日 8：45～17：15 

 

※長期休業中は時間帯が変更になりますのでご確認ください。 

 

 出国年度 帰国年度 
単位認定 

4 月～7月 9 月～8月 9 月～3月 

本 学 
履修登録 

①春学期 
出国→帰国 

継続履修 

②秋学期 

①＋②で認定 

(通年科目の場合) 

留学先  留学先で学習  単位換算認定 

関連部署からの 
ことば 

留学に興味を持った時、実際に留学をしたいと考えた時、分からないこと

がたくさんあると思います。単位、資格・免許、卒業、進路（就職）につい

て担当部署に相談し、皆さんが留学を考える際の参考にしてください。 

教務課より 授業科目の履修登録･単位認定(交換留学の場合)について 

教職・実習課より 免許･資格について 
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関連部署からのことば 

 

 

 

 

 

 

留学を考えるにあたって、就職を含む進路のことも同時に考えていく必要があります。留学の時期や卒業のタイミングによ

って就職活動の準備や進め方が異なりますので、留学を検討する場合は、早い時期に就職課窓口に相談し（留学前に）、卒業

までのプランを立て、十分な対策をしてください。 

 

■自己分析について 

留学を考え始めた早い時期から、将来何をやりたいのか、自分はどういう人間で何に向いているのか、なぜ留学したいのか、

自己分析をしっかりしておく必要があります。自己分析の方法については、就職課で相談してください。 

 

■情報収集について 

将来日本での就職を考えるにしても海外での就職を考えるにしても、出発前だけでなく留学先でも就職についての情報収集

を行いましょう。 

留学先では主にインターネットによる情報収集を行います。特に日本企業への就職を考えている人は、熊本学園大学求人シ

ステム（キャリタス UC）や就職情報媒体（マイナビやリクナビ等）での企業検索、企業のホームページ等で採用情報の確認

をすることで対策をとりましょう。また、就職課への相談や志望先への問い合わせにあたっては、メール等を活用してくださ

い。 

 

■公務員受験について 

公務員を目指す場合は民間と同様、インターネット等で情報を収集すると同時に、自己分析と筆記・面接対策を行ってくだ

さい。早い時期から、受験希望の職種・試験内容を調べ就職課の支援を利用してください。 

 

■語学をいかした仕事 

海外や外資系企業、将来語学をいかした仕事を視野に入れている場合、かなりの語学力が必要とされることが想定されます。

TOEIC○Rや HSK 等の語学力を証明できる資格を取得しておきましょう。また、特にアジア圏に留学する学生は、留学先の言語だ

けでなく英語も話せると強みになります。 

留学先では、語学の習得だけでなく学問において専門性を身に付け、自信を持ってアピールできるものを体得してください。

留学は、語学力を身に付け、異文化体験ができる点で大変有意義な機会です。就職活動をする際に求められるのは、語学力だ

けではなく、語学というツールを使ってどのようなコミュニケーションがはかれるかということです。 

そこで何を学んで何を考えたか、留学をしたことが自分の生き方にどのような影響を与えたか等の考え方も重要視されます。

それらの点を常に意識しておきましょう。  

 

■出発前・留学中・帰国後 

留学前には、「派遣留学生対象就職ガイダンス」を開催します。ガイダンスでは、「自己分析」・「企業研究」の方法だけでな

く、留学生向けの就職情報媒体の活用方法や海外で開催の説明会の情報等をお知らせします。 

留学中でもメールやオンラインでの相談、書類添削、面接指導に応じています。 

帰国後、卒業年次の方はすぐに就職課に足を運び、面談を受けてください。 

 

■最後に 
「自己分析」・「情報収集」など、就職活動の準備をしっかり行うことが大切です。留学先では様々なことに挑戦することで、

日本にいる以上に新しい自分を発見できるでしょう。その中で自分の強みを作り、自分の言葉でアピールできるようにしまし

ょう。 

就職課では応募書類の添削や模擬面接等、就職活動においてのあらゆる相談に応じていきますので、大いに活用してくださ

い。 

卒業後も引き続き相談に応じています。 

 

 

 

［場  所］ 4 号館 1階 

［窓口時間］ 平 日  8：45～17：15 

       ※12：30～13：30 は昼休み 

[メ ー ル] syusyoku@kumagaku.ac.jp 

[電     話]  096-366-4647(直通) 

 

 

 

 

 

 

 

就職課より 就職活動の進め方について 
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関連部署からのことば 

 

 

語学力アップのために 

 

 

 

  

 

 

 ■語学講座（就職課） 

 

 就職課では、TOEIC®のスコアアップ講座を開講しています。  

また、TOEIC®の学内試験を実施するとともに、TOEIC®公開

テスト・中国語検定等の団体申し込みも受付けています。 

 

 

[場  所] 4 号館 1階 

[窓口時間] 平 日 8：45～17：15 

         ※12：30～13：30 は昼休み 

 

 

 ■図書館 

 

  2 階の AV コーナーには、英語・中国語・韓国語などの CD

付き語学資料の他に、各種検定の問題集や『多聴多読マガ

ジン』等の雑誌があり、貸出することができます。また、

スクリーンプレイなどの資料を使い、映画などを視聴する

ことで、楽しみながら語学を学べるブースを設けています。 

 

   AV コーナー窓口 

    ［窓口時間］ 月～土曜日 8:50～19:00 

 

※長期休業中は時間帯が変更になることがありますので 

ご確認ください。 

 

 

 

 ■LL・視聴覚準備室 

 

  LL・視聴覚準備室には、語学を学ぶための様々な教材、

機器があります。 

  語学教材には、TOEIC 等の英語教材の他に、韓国語・中国

語・スペイン語・ドイツ語・ロシア語・フランス語・日本

語のテキストや DVD 等があり、1週間を期限に貸出を行って

います。 

 英語学習のための e ラーニングシステム『Academic 

Express3』では、PC・スマートフォン・タブレットからい

つでも英語を学習することができます。 

  

 

 

 

 

[場  所] 11 号館 2階 

[窓口時間] 平日 8：45～17：15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就職課（4号館１階）           AV コーナー（図書館 2階）       LL・視聴覚準備室（11 号館 2階） 

 

 

 本学には語学力を伸すための様々な学習の機会がありますので最大限に利用して、語学力の向上に努めてください。詳細は

各担当窓口で尋ねてください。 
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TOEFL iBT®に関する情報は TOEFL テスト日本事務局 

IELTS に関する情報は  (公財)日本英語検定協会 

             (一社)日本スタディ・アブロード・ファンデーション（JSAF） 

語学の検定試験について 

 

 
 

TOEFL®（トフル）は、英語を母語としない人が、英語圏の大学等で授業についていけるだけの英語運用能力

を有しているかを評価するためのテストです。 

一般的に TOEFL®というと、TOEFLiBT®を指します。主に、海外進学・留学・研究目的で利用されています。 

 

TOEFL iBT®テストとは 

TOEFL iBT®テストは、大学など学術的な場面でのコミュニケーションに必要な英語力を、｢読む(Reading)｣｢聞

く(Listening)｣｢話す(Speaking)｣｢書く(Writing)｣の 4 技能について総合的に測定します。また、各技能を組み合

わせた課題を通して、どれだけ英語を「知っているか」ではなく、「実際に使えるか」に焦点をあてています。 

 

【試験の概要】 

・所 要 時 間：約 2時間 

・テスト内容：テストセンターで、コンピュータ上で受験 

・Reading/Listening/Writing ではメモ（Note-taking）が可能 

     ・Speaking は音声を録音して採点 

     ・複数の技能を同時に測定する統合型問題（Integrated Task）が出題される 

・テスト結果：4つの技能ごとのスコアと、それらを平均した総合評価（オーバーオールスコア）が 1.0～6.0 のバンド 

スコアで表示される。（2028 年 1 月までは、従来の 120 点満点スコアも参考値として併記されます。） 

・受 験 料：US＄195（テスト日の 7 日前までに申し込んだ場合。2026 年 1 月時点で約 30,000 円） 

・受 験 頻 度：月数回 

・受 験 地：日本各地で実施（地域により開催頻度は異なる）※熊本では、月に１回～２回実施 

 

 

 

 

 

 
 

IELTS(アイエルツ）は、海外留学や海外移住に必要な英語運用能力を評価する試験で、イギリス･オーストラリ

ア･カナダを中心に 140 ヶ国以上、約 11,000 の機関で採用されています。日本国内では、主に「日本英語検定協会」

と 2026 年 2 月より国内窓口が統合・強化された「JSAF（日本スタディ・アブロード・ファンデーション）／IDP 

Education」のグループによって実施されています。 

試験にはアカデミック・モジュール（ACADEMIC）とジェネラル・トレーニング・モジュール（GENERAL TRAINING）

の 2 種類があり、留学のために英語力を証明する場合は、アカデミック・モジュールを受験する必要があります。 

 

IELTS アカデミック・モジュールとは 

IELTS アカデミック・モジュールは、英語で授業を行う大学や大学院で学ぶために必要な英語力を身につけてい

るかどうかを評価する試験です。 
 

【試験の概要】 

・所 要 時 間：約 2時間 45 分 

・テスト内容：4技能（Listening･Reading･Writing･Speaking） 

       ・Speaking は試験官との対面（またはビデオ通話）形式 

       ・受験時には、試験当日に有効なパスポートが必要。 

・テスト結果：4つの技能ごとのスコアと総合評価（オーバーオールスコア）が 1.0～9.0 のバンドスコアで表示される。 

・受 験 料：27,500 円 

・受 験 頻 度：全国の主要会場にてコンピューター版はほぼ毎日、ペーパー版は月 4回程度実施  

・受 験 地：日本各地で実施 ※熊本は年に 2回程度の実施（ペーパー版、日本英語検定協会が実施）  

    

    

     

 TOEFL® (Test of English as a Foreign Language) 

IELTS (International English Language Test System) 
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語学の検定試験について 

 
 
   

※TOEIC®･･･以下、TOEIC と記載 

 

TOEIC  Program（トーイックプログラム）は、英語コミュニケーション能力を公平公正に評価する世界共通の基

準です。主に、日常生活やグローバルビジネスにおける活きた英語の力を測る「TOEIC Tests」と、英語学習初・

中級者向けの「TOEIC Bridge Tests」があります。 

一般的な TOEIC のスコアは、基本的に「TOEIC Listening & Reading Test」を基準にしています。日本の学校

や企業などのほとんどがこのテストを想定しているため、TOEIC のスコアといえば TOEIC L&R のスコアだと考えて

よいでしょう。 

 

TOEIC IP テストとは 

TOEIC IP テストは、公開テストとは別に学校・企業などで実施される団体向けテストです。公開テストでは常

に新しい問題が用意されますが、IP テストでは過去に出題された問題が出題されます。本学では TOEIC Listening 

& Reading Test の IP テストを実施しています。 

 

【試験の概要】 

・所 要 時 間：約 2時間 

・テスト内容：4技能のうち聞く能力と読む能力を測る。 

・テスト結果：合格・不合格ではなく 10～990 点のスコアで表示される。 

  ・受 験 料：3,130 円（2025 年実績） 

  ・受 験 頻 度：年 2回（9月・3月予定） 

 

 

 

 

 

 

TOEIC Program 公開テストとは 

日常生活やグローバルビジネスにおける活きた英語の力を測定する、世界共通のテストです。聞く・読む力を

測る TOEIC Listening & Reading Test と、話す・書く力を測る TOEIC Speaking & Writing Tests により、4 技

能（聞く・読む・話す・書く）全ての英語コミュニケーション能力がわかります。 

一般的に「TOEIC」と言えば、TOEIC Listening & Reading Test を意味します。英検と並んで国内で最も知名度

の高い英語資格試験の一つです。 

 

TOEIC Listening & Reading Test 

【試験の概要】  

・所 要 時 間：約 2時間 

・テスト内容：4技能のうち聞く能力と読む能力を測る。 

・テスト結果：合格・不合格ではなく 10～990 点のスコアで表示される。 

  ・受 験 料：7,810 円（2025 年実績） 

・受 験 頻 度：毎月実施 ※熊本では、月に１回実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TOEIC IP（学内）の試験日程に関する情報は ⇒就職課(4 号館 1階) 

 TOEIC に関する情報は （一社）国際ビジネスコミュニケーション協会 

 TOEIC® Program（Test of English for International Communication） 
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HSK に関する情報は  HSK 日本実施委員会公式ホームページ 

TOPIK に関する情報は  韓国教育財団公式ホームページ 

語学の検定試験について 

 
 

 

  

TOPIK（韓国語能力試験）は、大韓民国政府（教育部）が認定・実施する唯一の韓国語（ハングル）能力試験で

す。韓国語教育の評価を標準化し、学習者に適切な学習指針を提示するとともに、韓国語の普及や、試験結果の

学習・留学・就職などへの活用を目的として、世界 99 カ国で実施されています。 

 試験は、TOPIKⅠ（1～2 級）と TOPIKⅡ（3～6 級）の 2 種類に分けて実施されます。試験内容は、聞き取り、

書き取り（作文含む）、読解の 3 分野で構成されています。 

 

【試験の概要】  

・所 要 時 間：TOPIKⅠ 約 100 分／TOPIKⅡ 約 180 分（途中休憩あり） 

・テスト内容：「聞き取り」「書き取り（作文含む）」「読解」※TOPIKⅠには作文試験なし 

・テスト結果：TOPIKⅠは 200 点満点、TOPIKⅡは 300 点満点で、各分野の基準点はなく、総合得点で級を判定 

受験区分内で、成績に応じて合格級が自動決定 

・受 験 料：TOPIKⅠ：5,000 円 / TOPIKⅡ：7,700 円 

・受 験 頻 度：年 3回（4 月、7月、10 月）※熊本でも年 3回実施 

 

 

 

 

 

 
 

 

HSK（漢語水平考試）は、中国政府教育部（日本の文部科学省に相当）直属の機関である「教育部 中外语言交

流合作中心」が主催し、中国政府が認定する中国語能力試験です。そのため、HSK の成績は中国国内だけでなく

日本国内および世界各国で公的な証明として活用することができます。 

 中国語（漢語）を母語としない学習者を対象とし、学習成果の客観的な測定および留学・就職等で活用できる

公的証明として、全世界で 118 の国と地域、875 か所以上で実施されています。 

 試験は、「筆記試験（1級～6 級）」と「口頭試験（初級、中級、高級）」の 2 種類があります。 

  

【試験の概要】 

 〇筆記試験 

・所 要 時 間：初級（1-2 級） 約  40 分〜  55 分 

・       中級（3-4 級） 約  90 分〜 105 分 

・       上級（5-6 級） 約 125 分〜 140 分 

・テスト内容：「聞き取り」「読解」「作文」  ※1級・2 級には作文試験なし 

  ・テスト結果：1級～2級は 200 点満点、3級～6級は 300 点満点で、各級の総得点の 6割以上で合格 

  ・受 験 料：3,850 円〜11,550 円（級により異なります） 

 ・受 験 頻 度：年 12 回 ※熊本は年に 2回程度の実施 

 

 〇口頭試験（筆記 3 級以上は必須） 

・所 要 時 間：約 20 分〜 25 分 

  ・テスト内容：「復唱」「応答」「自由回答」等 

・テスト結果：各レベル 100 点満点、各級の総得点の 6 割以上で合格 

・受 験 料：筆記・口頭セット（3〜6級）：10,780 円〜17,490 円 

・受 験 頻 度：年 12 回 ※熊本は年に 3回程度の実施 

 

 

 

 TOPIK（韓国語能力試験 Test of Proficiency in Korean） 

 HSK（漢語水平考試 Hanyu Shuiping Kaoshi） 
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交換留学と私費留学、どう違う？ 
 

 

本学の交換留学制度を利用するか休学して私費留学をするのかには、大きな違いがあります。交換留学の場合は、手

続きの簡単さや費用面で利がある一方、様々な義務や責任、制約があります。私費留学の場合、煩雑な諸手続きや膨大

な費用が自分の負担となるかもしれませんが、大学に対しては義務や責任がなく、自己責任のもと自由に留学を計画す

ることができます。どちらに挑戦するかはよく検討してください。 

 

 
 

 

 
交 換 留 学 私 費 留 学 

情 報 
大学情報や先輩たちからの情報やアドバイスを豊

富に得ることができます。 

自分自身ですべての情報収集を行わなければなりません。

自分が希望する留学先を絞り込むのに時間がかかるので

早めに取り掛かったほうがよいでしょう。本学国際教育課

でも情報提供を行います。 

手続き 
入学に係る諸手続き及び留学先とのやりとりは本

学国際教育課を通じて行います。 

留学先を絞り込んだら、すべての手配を自分自身で行う

か、民間の業者に委託するかを選択します。 

費 用 

○派遣先国・地域および協定に定められた諸条件

などによって異なりますが、本学から留学援助

金が支給されます。（10～50万） 

○「在学」しての留学となるため、本学に授業料

を納めなければなりません。 

○留学先での授業料は免除されます。ただし、英

語圏の大学で、学部授業に入るための TOEFL 

iBT○Rや IELTS のスコア要件を満たさず、正規学

部授業でない集中英語コース受講の場合、受講

料は自己負担となります。 

○学部授業料以外の渡航費用、海外旅行保険料、

滞在費用等は全て自己負担となります。 

 

○休学して 1 年以上の私費留学をする場合、学生課が募集

する奨学金に応募することができます。年 2回の募集が

ありますので、詳細は学生課厚生係へ問い合わせてくだ

さい。 

○一切の費用は自己負担となります。 

※英語圏に私費留学する場合、国によって費用が大きく

異なります。中国・韓国で約 120～130 万円程度かか

ると言われています。 

 

 

 

 

義 務 

○オリエンテーション、事前研修の参加 

○海外旅行保険の加入 

○留学中の連絡先の報告 

○「月次留学報告書」の提出（毎月） 

○「生活・履修状況報告書」の提出（年 2回） 

○留学中の語学試験の受験とｽｺｱの提出 

○旅行する際、旅程・連絡先の事前連絡 

○留学中「在留届」の届出（外務省） 

○危機・災害に際しては大学からの指示に従う 

○帰国後の留学報告書の提出 

○帰国後の留学報告会での報告 

○なし 

※海外旅行保険に加入することをお勧めします。 

※3ヶ月以上の留学の場合、留学先の居所を管轄する日本

大使館または総領事館に「在留届」を提出するよう法律

で義務付けられています。 

 

 

 

 

単 位 

留学先で修得した単位は、諸条件に基づき、本学

の卒業単位として換算認定されます。詳細は 16p

を参照してください。 

留学先で修得した単位の換算認定はできません。 

 

 

その他 

大学の指示に従わない場合や義務を全うしない場

合には、派遣が取り消されます。 
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交換留学費用について 
 

※国・地域、大学によって留学費用には大きな差があります。事前に十分な情報収集を行ってください。 

 

 交換留学では、留学先大学の授業料は免除されますが、本学の学費に加え、留学にかかる諸費用が必要です。留学費

用の目安は、アジア圏で約 70～150 万円、英語圏で約 150～400 万円です（過去の留学実績による）。現地での生活費や

小遣い、休暇中の旅行費用（約 5～70 万円）によって、総額は大きく異なります。特に英語圏への留学では、TOEFL®や

IELTS のスコアが基準に満たない場合、大学付属の語学学校に通う必要があり、1 学期間あたり約 90 万円の授業料が別

途かかることがあります。 

なお、大学からは留学援助金（最高 50 万円）が支給されますが、上記費用の一部を補助するものです。 

 以下は、交換留学にかかった費用の例です。参考にしてください。（令和 8年 4 月現在） 
 

アメリカ・カナダ・イギリス 韓国・中国・台湾・ベトナム 

留 

学 

前 

ビ
ザ
取
得
費
用 

アメリカ F-1 ビザ 

約 85,000 円 

（US$535） 
J-1 ビザ 

約 65,000 円 

（US$405） 
 

F-1 ビザ 

ビザ申請料 US$185 

SEVIS 料  US$350 

J-1 ビザ 

ビザ申請料 US$185 

SEVIS 料  US$220 

 
※１別途国内交通費 要 

ビ
ザ
取
得
費
用
・そ
の
他
費
用 

韓国 

 

0 円 

 

（約 13,000 円） 

ビザ申請料 

※福岡で申請 

（※アポスティーユ取得

費用 留学先大学によ

っては必要な場合あり） 

 

 

 

カナダ 約 27,000 円 

（CA$235） 

ビザ申請料  CA＄150 

ﾊﾞｲｵﾒﾄﾘｸｽ料  CA＄ 85 
※１別途国内交通費 要 

中国 2,250 円 

 

約 20,000 円 

ビザ申請料 

※福岡で申請 

※指定病院の健康診断書 

イギリス 約 280,000 円 

（UK£1300） 

ビザ申請料 UK￡524 

HIS 登録料 UK￡776 
※１別途国内交通費 要 

台湾 10,100 円 

 

約 20,000 円 

ビザ申請料 

※福岡で申請 

※指定フォームの健康診

断書 

ベトナム 30,000～ 

50,000 円 

期間や手続き方法によ

って費用が異なる。ビ

ザ代は米ドル建てのた

め、為替レートにより

変動する。 

 

海外旅行保険料 

 

約 160,000 円 1 年間  

海外旅行保険料 

約 160,000 円 1 年間 

 

渡航費 

 

200,000～ 

400,000 円 

航空会社・時期によっ 

て変動 
 

渡航費 

60,000～ 

200,000 円 

航空会社・時期によっ

て変動 

留 

学 

中 

生活費 
(寮費・食費・日用品費) 

 

1,500,000～ 

2,500,000 円 

 生活費 
（寮費・食費・日用品費） 

＜韓国＞ 

大田大学校 

全南大学校 

＜中国＞ 

深圳大学 

北京第二外国語学院 

北京外国語大学 

北京語言大学 

＜台湾＞ 

崑山科技大学 

国立高雄科技大学 

ベトナム 

 
 

 

約 550,000 円 

約 720,000 円 

 

約 1,000,000 円 

約 1,000,000 円 

約 1,300,000 円 

約 1,300,000 円 

 

約 1,200,000 円 

約 1,200,000 円 

約 200,000 円 

 
 

 

寮費無料 

 

 

寮費無料 

寮費無料 

 

 

 

 

 

寮費無料 

語学学校学費 

ウイスコンシン大学 

ランカシャー大学 

 

約 950,000 円 

0 円 

 語学学校学費 
大田大学校のみ 

 

0 円 

韓国語のレベルが留学

先の基準を満たさない

場合 

テキスト代 約 30,000 円  テキスト代 約 30,000 円  

現地での保険料 0～ 

200,000 円 

大学によって違いあり 

 
現地での保険料 0～ 

約 77,000 円 

韓国のみ国民健康保険

への加入が必要 

その他 5 万～70 万円 小遣い・旅行代金等 

(個人によって違いあり） 
その他 5 万～70 万円 小遣い・旅行代金等 

（個人によって違いあり） 

※１ ビザ申請にあたり、アメリカは大使館（東京）または領事館（大阪）での面接、カナダおよびイギリスはビザ申請センター

（東京または大阪）での手続きが必要となるため、別途国内交通費が発生します。 
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私費留学について（休学して留学する場合） 

 

 休学して留学する場合は、「休学願」を提出しなければなりません。詳細は学生便覧「学則と履修方法等」の中の「休学及び復学

に関する規程」を参照してください。休学期間中には本学の授業料を納める必要はありません。復学する場合は、「復学願」の提出

が必要です。詳細は、教務課（11 号館 1 階）に問い合わせてください。 

 

英語圏への留学 
 

 留学の目的や自分の将来の目標を明確にし、それに従い

留学先や留学方法（学部留学、語学留学、専門留学、イン

ターンシップ留学等）を決定しましょう。留学に関する情

報はインターネットで入手することができます。手続きの

方法（自分で行うのか、業者に代行を依頼するのか）や所

要時間、留学費用、語学力の要件（TOEFL®や IELTS スコア

等）等を詳しく調べ、早めの準備に取り掛かることをお勧

めします。 

 

■留学の申請 

 
 希望する留学先へ実際に入学できる時期を調べてくださ

い。その上で、出願期間までに出願書類を集めます。郵送

での資料請求やインターネットからダウンロードする場合

も多いです。 

 出願書類として、①入学申込書（Application）、②英文

の滞在資金証明書（銀行等の金融機関が発行した預金残高

証明書等）、③出願手数料、④語学力（英語）試験のスコア

等が必要です。 

 授業料の支払方法も必ず確認をしてください。留学先に

よっては、授業料の一部または全額を前払いするよう求め

られる場合もあります。支払った授業料分の期間だけ受入

許可証（入学許可証）を発行することもあり、査証（ビザ）

の申請にかかわる場合があります。 

 その後は、滞在先（寮やホームステイ）等の必要な申込

み手続きを留学先の指示通りに行いましょう。 

 

■クレジットカードについて 

 
 留学前に出願手数料、授業料、滞在費用（またはその前

金）を、クレジットカードで支払う場合が多いです。留学

中の旅行等では予約にクレジットカードが必要な場合もあ

ります。Visa か Master の国際決済カードを選び、2枚以上

持つことをお勧めします。授業料や滞在費等の高額の支払

いに備えて、1 ケ月あたりまた 1 回あたりの利用限度額を

相当額引き上げられるものを選ぶと便利です。 

 

■査証（ビザ）の申請 
 留学先から受入許可証や査証（ビザ）申請に必要な書類

が届いたら、ビザ申請を行います。留学先国の大使館のホ

ームページをよく読み、申請書類や申請方法等を確認しま

しょう。国によっては大使館や領事館に直接出向いたり、

指定病院での健康診断が必要な場合があります。 

 一般的には渡航前に申請しますが、ビザの申請には日数

がかかりますので、余裕を持って早めに準備を始めてくだ

さい。何か月以上の滞在でビザが必要になるか、留学先国

の大使館ホームページで調べてください。（巻末の各種情報

照会先を参照） 

 

 

ワーキング・ホリデー制度 
 

 この制度は、二国間の協定に基づいて、最長 1年間、

異文化の中で休暇を楽しみながら、その間の滞在資金

を補うために付随的に就労することを認める特別な制

度です。現地での就労や就学が認められていますが、

国によっては制限があります。仕事を主たる目的とす

ることはできません。また、各国ともワーキング・ホ

リデービザの発給は一生に一度で人数制限もあります。

ビザ発給の要件や申請手続きは、希望する国の大使館

のホームページを参照する、もしくは日本ワーキン

グ・ホリデー協会（http://www.jawhm.or.jp/）へ問い

合せてください。 

■対象 
日本国籍で日本に在住している 18 歳から 30 歳までの人 

（一部の国は 18 歳から 25 歳まで） 

■対象国 

オーストラリア、ニュージーランド、カナダ、韓国、 

フランス、ドイツ、イギリス、アイルランド、デン 

マーク、台湾、香港、ノルウェー等 29 か国・地域 

 

 

 

 

また、休学して私費留学する場合、下記の奨学金奨学生制度に応募することができます。詳細は、学生課 

（4号館 1階）に問い合わせてください。 

名称 対象 種別 交付額 資格・条件 募集期間等 

肥後銀行 

国際交流奨学金 
本学学生 給付 

年額 

36 万円 

経済的な援助を必要とする、海外へ長期 

（1 年以上）留学する本学学生 
6 月頃 

同窓会志文会 

奨学金 

本学学生 
(外国人留学

生は除く) 
給付 

年額 

30 万円 

本学から外国へ 1 年程度以上私費留学する

者（3 号奨学生） 
随時 

田島司郎 

国際奨学基金 
本学学生 給付 

年額 

24 万円 

※半年の場合は

12 万円 

中国へ長期（半年または 1 年）留学する本

学学生 
10 月～12 月頃 
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私費留学について 

 

 

韓国・中国語圏への留学 
 

 韓国・中国語圏への私費留学の場合、留学生向けに開設されている韓国語或いは中国語の言語や文化に関する科目を履修します。

留学手続きは、個人で行うか、留学斡旋業者を通じて行うことも可能です。準備期間に少なくとも 6 ケ月程度は必要です。ただし、

韓国・中国の政府奨学金による留学を考える場合には、1年半ほどの準備期間を要します。 

 

 

韓国留学について 
 

 現地大学の「国際交流室」「留学センター」や大学付属の韓国

語教育機関の「語学院」「教育院」等へ資料請求ができます。各

大学のホームページも充実しており、Web 出願ができる大学も

あります。（巻末の各種情報照会先を参照） 

 

■留学の申請 

 
 語学コースは、主に 2 学期制です。出願書類の例として、①

入学申込書、②パスポートのコピー、③健康診断証明、④最終

学歴卒業証明書⑤最終学歴成績証明書⑥身分証明書のコピー

（本人、保護者）、⑦出生証明書類、⑧銀行口座残高証明、⑨保

護者の在職証明書及び所得証明書類などを提出します。 

※出願書類は大学によって異なるため、出願する大学の情報を

確認してください。 

※大学によってはアポスティーユを付した在学証明書の提出を

求められることがあります。 

 

■身元保証書について 

 
 手続きの段階で韓国在住の「保証人」を手配することは容易

ではありません。大学によっては、保証人斡旋もありますが、

紹介手数料が必要です。「身元保証書」は、保証人本人による公

証人役場での公証が必要です。 

 

■査証（ビザ）の申請 

 
１『一般研修ビザ（D-4）』⇒91 日～1年以上の留学の場合。 

『留学ビザ（D-2）』⇒大学等への正規留学の場合。 

①査証発給申請書（所定用紙）②有効期間が 6 ケ月以上ある

パスポートと写し１枚、③カラー証明写真 1 枚、④住民票、

⑤標準入学許可書、⑥事業者登録書、⑦最終学歴立証書類（在

学証明書など） 

 

２『短期総合ビザ（C-3）』⇒6ケ月未満の留学の場合。 

①査証発給申請書（所定用紙）、②有効期限が 6ケ月以上ある

パスポートと写し１枚、③カラー証明写真 1 枚、④住民票、

⑤短期語学研修確認書（入学許可書など）及びスケジュール、

⑥登録金納付証明書、⑦事業者登録証（コピー） 

駐福岡韓国総領事館に申請します。本人による直接申請と旅

行者による代理申請があります。ビザ発給には、4 日間程度

かかります。査証申請料は、無料です。 

 

中国語圏留学について 
 

 現地大学の「外事処」「留学生辧公室」等へ資料請求ができま

す。最近では Web 出願ができる大学もあります。大学ごとに申

請に必要な書類が異なりますので、各大学のホームページを参

照してください。中国と台湾のビザの申請方法が異なりますの

で注意してください。 

 

■留学の申請 

  
 漢語進修生は、9 月秋学期（新学期）入学と 3 月春学期入学

の年 2回機会があります。 

 出願書類として、①留学申請書、②在学証明書または卒業証

明書(和文、英文どちらで発行するかは、大学によって異なりま

す)、③成績証明書、④パスポートのコピー、⑤証明写真、⑥身

元保証書、⑦健康診断書などが必要です。⑥と⑦は、一部の大

学で必要です 

※出願書類は大学によって異なるため、出願する大学の情報を

確認してください。 

 

■査証（ビザ）の申請 

（必要書類は大使館等の最新情報を確認してください） 
 

【中国留学】 

『留学ビザ（X1）』⇒180 日以上の留学の場合。 

    『留学ビザ（X2）』⇒180 日以下の留学の場合。 

必要書類概要：①入学許可書 ②中国政府発行の「外国留学

人員来華査証申請表(JW202)」 ③有効期間が 6ケ月以上ある

パスポート ④査証申請書（所定用紙） ⑥証明写真 1枚  

取得期間：約 8日間 

本人による直接申請（福岡）と旅行会社による代理申請があ

ります。 

 

 【台湾留学】 

 『正規留学ビザ（FS）』⇒台湾の大学に留学する場合。 

必要書類概要：①ビザ申請書 ②健康診断書、③入学許可証

（原本とコピー） ④在学証明書原本 ⑤証明写真 2 枚 ⑥

パスポート（原本とコピー）⑦銀行等の残高証明書 ⑧住民

票又は運転免許証の両面コピー ⑨申請料 20,200 円（居留ビ

ザ、シングル）⑩最終学歴の卒業証明書及び全学年度の成績

証明書原本 

取得期間：約１週間
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危機管理・安全対策 
 

近年、海外に渡航する日本人は増え、海外旅行は以前より身近なものになりました。しかしその一方で、犯罪や事故などのトラブ

ルに巻き込まれる人も少なくありません。テロや暴動、クーデターといった社会的な危機に加え、地震や洪水、ハリケーンなどの自

然災害、さらには感染症の流行など、世界各地でさまざまな出来事が発生しています。こうした状況の中、渡航先で自分の安全を確

保はすることは非常に重要です。自分の身は自分で守るという意識を持ち、渡航先の危険情報だけではなく、現地の文化や習慣につ

いても事前に十分な情報を収集しておきましょう。 

 

安全管理 
■渡航前の安全管理 
健康管理 

・ 健康状態の確認し、必要があれば健康診断を受診する。 

・ 持病がある場合は医師に相談し、病名や薬の英語表記を準

備する。 

・ 海外旅行保険に加入する。 

・ 渡航先で必要な予防接種を事前に調べ、接種する。 

・ 常備薬（風邪薬、胃腸薬、鎮痛剤）を準備する。 

・ 歯の治療を済ませる。（海外旅行保険の適用対象外のため） 

□参考： 

FORTH(厚生労働省検疫所) 

https://www.forth.go.jp/useful/attention/index.html 

情報収集 

・ 派遣先（国・地域）の治安や最近のニュース、よくある犯

罪を調べておく。 

・ 現地の文化や習慣、宗教行事、生活ルールなどの違い、日

本人に対する印象や対日感情についても知っておく。 

・ 出発前に外務省「海外安全ホームページ」を確認する。 

・ 「たびレジ」（海外安全情報配信サービス）に登録する。 

※熊本学園大学国際教育課および家族に、留学先の連絡先（住

所・電話番号、メールアドレスなど）を事前に伝えておく。 

□参考： 

外務省海外安全ホームページ 海外留学 

https://www.anzen.mofa.go.jp/study/ 

「たびレジ」登録

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/index.html 

 

■留学中の安全管理 
連絡・報告体制 

・ 到着後、熊本学園大学国際教育課と家族に連絡する。 

・ 3 か月以上滞在する場合は、外務省の「在留届」を WEB で

提出する。 

・ 毎月、「月次留学報告書」を国際教育課担当者に提出する。 

・ 学期に 1度、「生活・履修状況報告書」を期限内に提出する。 

・ 天災や事件・事故に遭った場合は、すぐに家族と国際教育

課へ連絡する。被害がなくても、無事であることを必ず知

らせる。必要に応じて保険会社にも連絡をする。 

・ 旅行などで滞在先を離れる場合は、事前に留学先の担当者

と国際教育課へ連絡する。 

体調管理 

・ 生もの・生水・氷の入った飲み物などには注意する。特に

露店や市場での購入は気をつける。 

・ 環境の変化やストレスで体調を崩しやすくなるため、十分

な睡眠と休養をとる。 

トラブル対策 

・ 知らない人から荷物や物を預からない。 

（知らないうちに違法薬物の運び役にされることがある） 

・ 知らない人からもらった飲み物や食べ物を口にしない 

(睡眠薬などを入れられ、盗難や性被害に遭うことがある）。 

・ 「簡単にもうかる」「高収入」などのうまい話には乗らない

（いかさま賭博や詐欺、闇バイトに巻き込まれる可能性が

ある）。 

・ 知り合って間もない人の家に行かない。 

・ 現金を多く持ち歩かない。人前で財布を大きく開かない。 

・ 人通りの少ない場所、遅い時間帯の外出は避ける。 

・ 人にぶつかられたり、服にケチャップなどをつけられたり

しても、身の回り品から目を離さない。 

・ 空港やホテル、飲食店などでも荷物を体から離さない（置

き引きに注意）。 
 

■帰国後の安全管理 
・ 新型感染症などが発生している国・地域から帰国した場合

は体調に注意し、発熱や体調不良がある場合は外出せず、

大学へ連絡する。 
 

災害や危機が発生した場合 
 滞在国や周辺地域で、地震・台風などの自然災害や、戦争・

テロなどの危機が発生した場合、またはその可能性がある場合

は、次の点に注意する。 

① 自分の安全を最優先に行動する。 

② 現地のニュースをいつも以上に確認し、状況の変化に注意す

る。 

③ 大学や家族と常に連絡が取れるようにしておく。 

④ 不要な外泊や旅行は控える。やむを得ず外出・旅行する場合

は、事前に両大学の担当者および家族へ行き先や連絡先を伝

える。 

⑤ 倒壊のおそれがある建物、川や海の近くなど、危険な場所に

は近づかない。 

⑥ 軍・政府施設、大使館、空港、繁華街など、多くの人が集ま

る場所には近づかない。 
 

在留届について 
 外国に住所を定めて 3 か月以上滞在する場合は、法律（旅券

法第 16 条）により、現地を管轄する日本大使館または総領事館

へ「在留届」を提出することが義務付けられています。 

 在留届は、出発前でもオンラインで提出できます（出発の約

3か月前から提出可能。住所確定前でも可能）。 

 在留届を提出しておくと、災害や事件などの緊急時に、日本

大使館・総領事館が安否確認や緊急連絡などの支援を行います。 

また、住所や連絡先が変わった場合や帰国する際も、必ず届

け出を行ってください。 

 

参考： 

外務省オンライン在留届： 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/index.html 
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各種情報照会先 
 

 パスポート申請や現地情報の収集ができるウェブサイト、ビザ申請時に確認が必要な大使館等の情報を一覧にしています。参考に

してください 

 

留学情報を提供する公的機関 

■パスポート申請について 
※申請から受領まで約 2 週間を要するので、早めに申請する

こと。 

オンライン申請、または住民登録をしている市町村窓口で申

請可能。 

 

熊本県国際課：

https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/70/2899.html  

熊本県の旅券窓口一覧：

https://www.pref.kumamoto.jp/uploaded/attachment/276514.

pdf 

 

■外務省 
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/index.html 

○渡航関連情報、各国・地域情勢 など 

 

■厚生労働省検疫所(FORTH)【東京検疫所】 
https://www.forth.go.jp/useful/attention/index.html 

○海外の感染症情報、予防接種など 

 

■独立行政法人 日本学生支援機構(JASSO) 
http://www.jasso.go.jp/ 

○海外留学地域別情報、奨学金など 

 

■一般財団法人 熊本市国際交流振興事業団 
〒860-0806 熊本市中央区花畑町 4-18（熊本市国際交流会館内）  

＜国際交流事業団＞ 

TEL.096-359-2121 FAX.096-359-5783 

＜国際交流会館＞ 

TEL.096-359-2020 FAX.096-359-5783 

http://www.kumamoto-if.or.jp/ 

○国際交流イベント情報など 

 

■独立行政法人 国際協力機構（JICA） 
http://www.jica.go.jp/ 

 

■JICA デスク熊本 
〒860-0806 熊本市中央区花畑町 4-18（熊本市国際交流会館内） 

TEL.096-359-2130 FAX.096-359-2130 

https://www.jica.go.jp/domestic/kyushu/pref/kumamoto/i 

 

■一般社団法人 日本ワーキング・ホリデー協会(JAWHM) 
http://www.jawhm.or.jp 

○説明会、相談、メールによる情報提供 

 

■一般社団法人海外邦人安全協会 
http://www.josa.or.jp/ 

・海外安全情報 

・危機情報発出国一覧 

 

■国立感染症研究所(NIID) 
https://www.niid.go.jp/niid/ja/ 
・感染症全般 など 

 

 

 

 

各国大使館・領事館 
※ビザ申請が必要な際は、大使館等のウェブサイトで最新情報

を確認すること。 

 

■在日米国大使館 
〒107-8420 東京都港区赤坂 1-10-5 

TEL.03-3224-5000（代表） 

http://jp.usembassy.gov/ja/ 

米国ビザインフォメーションサービス(USTravelDocs)： 

https://ustraveldocs.com/jp/ja/step-1/#visa-type 

○ビザ情報、ESTA 申請など 

■在大阪・神戸米国総領事館 
〒530-8543 大阪市北区西天満 2-11-5 

TEL.06-6315-5900 

■在福岡米国総領事館 
〒810-0052 福岡市中央区大濠 2-5-26 

TEL.092-751-9331 

 

■在日カナダ大使館 
〒107-8503 東京都港区赤坂 7-3-38  

TEL.03-5412-6200（代表） 

http://www.canadainternational.gc.ca/japan-japon/ 

○カナダ関連情報全般、ビザ情報、eTA など 

 

■駐日英国大使館 
〒102-8381 東京都千代田区一番町 1 

TEL.03-5211-1100 FAX.03-5275-3164 

https://www.gov.uk/world/organisations/british-embassy-

tokyo.ja 

○英国関連情報全般、ビザ情報 など 

 

■駐日本国大韓民国大使館 
〒106-0047 東京都港区南麻布 1-2-5 

TEL.03-3452-7611/7619  

https://overseas.mofa.go.kr/jp-ja/index.do 

tokyo/main/index.jsp 

○韓国情報全般、ビザ情報 など 

■駐福岡大韓民国総領事館 
〒810-0065 福岡市中央区地行浜 1-1-3 

TEL.092-771-0461～2 

https://overseas.mofa.go.kr/jp-fukuoka-ja/index.do 

 

■中華人民共和国駐日本国大使館 
〒106-0046 東京都港区元麻布 3-4-33 

TEL.03-3403-3388 FAX.03-3403-3345 

http://jp.china-embassy.gov.cn/jpn/ 

○留学・交流情報 など 

■中華人民共和国駐福岡総領事館 
〒810-0065 福岡市中央区地行浜 1-3-3 

TEL.092-713-1121（代表） FAX.092-781-8906 

http://www.chn-consulate-fukuoka.or.jp/jpn/ 

 

■台北駐日経済文化代表処 
〒108-0071 東京都港区白金台 5-20-2 

領事部：（渡航査証）TEL.03-3280-7811 

https://www.roc-taiwan.org/jp/index.html 
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■台北駐大阪経済文化弁事処福岡分処 
〒810-0024 福岡市中央区桜坂 3-12-42 

TEL.092-734-2810(代表) FAX.092-734-2819 

https://www.roc-taiwan.org/jpfuk_ja/index.html 

 

■駐日ベトナム社会主義共和国大使館 

〒151-0062 東京都渋谷区元代々木町 50-11 

TEL.03-3466-3311 FAX.03-3466-3312 

http://www.vnembassy-jp.org/ja 

○ビザ情報 など 

 

その他情報提供している機関 

■Visit The USA 

https://www.gousa.jp/ 

■福岡アメリカン・センター 

https://educationusa.state.gov/centers/fukuoka-american-

center 

○観光案内、イベント、プログラム情報 など 

 

■カナダ観光局 

https://travel.destinationcanada.com/ja-jp 
○観光案内、イベント、プログラム情報 など 

 

■VisitBritain 

https://www.visitbritain.com/en 

■ブリティッシュ・カウンシル 
https://www.britishcouncil.jp 

○留学、資格試験、文化、イベント、英国情報 eTA など 

 

■モンタナ州政府駐日代表事務所 
http://www.asoajapan.org/jpn/membershiplist/office/mt.ht

ml 

○留学、観光、牧場ステイを含む各種モンタナ情報 など 

 

■韓国観光公社 福岡支社 
http://japanese.visitkorea.or.kr 

〇文化、イベント、観光情報 など 

 

■中国駐大阪観光代表処 
http://www.edu.cn/english/ 

〇文化、イベント、観光情報 など 

 

■台湾観光庁・台湾観光協会 
https://go-taiwan.net/ikutabi/ 

〇文化、イベント、観光情報など 

 

■ベトナム国家観光局 

https://www.vietnam.vn/ja/ 

〇文化、イベント、観光情報など 

 

語学試験情報 

＜英語＞ 

■TOEFL® 

TOEFL®テスト日本事務局 

https://www.toefl-ibt.jp/test_takers/ 

■IELTS 

(公財)日本英語検定協会 

https://www.eiken.or.jp/ielts/test/ 

(一社)日本スタディ・アブロード・ファンデーション（JSAF） 

https://jsaf-ieltsjapan.com/ielts/ 

 

 

■TOEIC® 

（一社）国際ビジネスコミュニケーション協会 

https://www.iibc-global.org/toeic/toeic_program.html 

 

■英検（英検・英検 S-CBT） 

(公財)日本英語検定協会 

https://www.eiken.or.jp/eiken/ 

 

＜韓国語＞ 

■TOPIK（韓国語能力試験） 

(公財)韓国教育財団 

https://www.kref.or.jp/topik/ 

■ハングル能力検定 

ハングル能力検定協会 

https://hangul.or.jp/ 

 

＜中国語＞ 

■HSK 

HSK 日本実施委員会 
https://www.hskj.jp/ 

■中国語検定試験 

（一財）日本中国語検定協会 
https://www.chuken.gr.jp/tcp/entry.html 

■TECC 検定（中国語コミュニケーション検定） 

TECC 検定事務局 
https://www.tecc-exam.info/ 

■TOCFL（華語文能力測験） 

TOCFL 日本事務局 

https://tocfl.jp/ 

 

◆語学力を高めるために◆ 
英語圏に留学する際には IELTS や TOEFL などの英語試験のス

コアが求められる場合があります。留学先大学が定める基準スコ

アに到達することが重要です。 

英語力を高めるための方法として、英語試験対策の専門学校や

オンラインで学習などがあります。インターネットなどで情報を集

め、自分に合った学習方法を見つけてください。 

参考として、近隣の英語学校を紹介します。 

 

■サクセス外語アカデミー 
〒862-0971 熊本市中央区大江 4-11-18 

TEL&FAX.096-363-1358 

http://www.humanications.net/ 

 

■ワシントン外語学院 
〒860-0845 熊本市中央区上通町 2-30 ニューキクチビル 3F 

TEL.096-359-6083 FAX.096-356-0680 

http://www.wil.co.jp/ 

 

■ロンドンランゲージラウンジ 

熊本市中央区新町 

TEL.096-356-1611 

https://londonlang.com/ 

 

奨学金関係 

■独立行政法人 日本学生支援機構(JASSO) 
http://www.jasso.go.jp/ 

○海外留学地域別情報リンク、奨学金など 

 

■日米教育委員会(フルブライト・ジャパン) 
http://www.fulbright.jp/ 

○留学情報、フルブライト奨学金
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熊本学園大学派遣留学生に関する規程

（趣旨） 

第１条 熊本学園大学（以下「本学」という。）学則第 45 条の規定に基づく外国の大学に留学す

る学生に関する詳細については、この規程の定めるところによる。 

２ この規程の適用をうけて留学する学生については、休学扱いとはしない。ただし、学生

が在学中に休学を認められ、外国の大学で学修することはさしつかえない。この場合、

第 10 条を除き、この規程は適用しない。 

（定義及び種類） 

第２条 この規程で留学とは、次の各号の一に該当するものをいう。 

(1) 本学と交流協定（姉妹関係を含む。）を結んだ外国の大学において、学長の許可を

得て、授業科目を履修することを目的としたもの

(2) 本学の交流協定校（姉妹校を含む。）以外の外国の大学において、学長の許可を得

て、授業科目を履修することを目的としたもの

(3) 本学と交流協定（姉妹関係を含む。）を結んだ外国の大学において、学長の許可を

得て、長期休業期間中に授業科目を履修することを目的としたもの

２ 前項第１号により留学する学生を交換留学生、第２号により留学する学生を認定留学生、

第３号により留学する学生を短期派遣留学生という。ただし、自治体の友好事業の一環

として、本学から派遣される学生については、第１号に準じて交換留学生という。 

（応募資格） 

第３条 派遣時に本学に 1 年以上在学している者で、かつ、帰国時に本学学則第 5 条に定める在

学年数を超えない者とする。ただし、短期派遣留学生については、1 年次においても派

遣可能とする。 

（出願手続） 

第４条 留学を志願する者は、所定の様式により、国際教育課を通じて学長に願い出なければな

らない。 

（留学の許可） 

第５条 留学の許可は、教授会の議を経て、学長がこれを行う。 

２ 許可された学生は、留学先大学の入学許可書を受け取ったのち速やかにその写しを国際

教育課に提出しなければならない。ただし、短期派遣留学生の場合はこの限りではない。 

（留学期間） 

第６条 留学期間は原則として 1 年とする。ただし、短期派遣留学生の場合はこの限りではない。 

（留学の指導） 

第７条 留学先大学での履修等については、国際教育課を通じて教学部の指導を受けなければな

らない。 

（単位換算の手続） 

第８条 交換留学生、認定留学生及び短期派遣留学生は、留学期間終了後速やかに、所定の留学

報告書に成績証明書その他本学が指示する書類を添付し、国際教育課を通じて学長に提

出しなければならない。 

（修得単位の取扱い） 

第９条 留学先大学で修得した単位は、学則第 26 条の規定に基づき 60 単位までこれを本学の単

位に換算認定することができる。換算認定については教授会の議を経て、学長が行う。 

（履修継続） 

第 10 条 留学する学生については、本学における通年の同一科目を連続 2 か年にわたって履修す

ることができる。ただし、短期派遣留学生の場合はこの限りではない。 

２ 留学する学生に対する春学期の追試験は、別途実施することができる。 

（補足） 

第 11 条 この規程に定めるもののほか、学生の留学に関して必要な事項は、別に定めることがで

きる。 

学則 

（留学） 

第 45 条 

学生は、教授会の議を経

たうえ、学長の承認を受け

て、在学中、外国の大学に

留学し、学修することがで

きる。 

２ 留学に関する詳細は、

別に定める。 

（修業年限） 

第 5 条 

各学部の修業年限は、4

年とする。ただし、在学年

数は、8 年を超えることはで

きない。 

２ 第 3 年次に編入学及び

転入学を許可された者は、

既に 2 か年学部に在学した

ものとみなし修業年限は 2

年とする。 

（他の大学又は短期大学に 

おける授業科目の履修等） 

第 26 条 

 学長は教育上有益と認め

るときは、学生が他の大学

又は短期大学において履修

した授業科目について修得

した単位を、60 単位を超え

ない範囲で、教授会の議を

経て、本学における授業科

目の履修により修得したも

のとみなすことができる。 

（改廃） 

第 12 条 この規程の改廃は、教授会の議を経て、学長がこれを行う。
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■派遣先大学 ： イギリス ランカシャー大学 

■派 遣 人 数 ： 20 名（予定） 

■派 遣 期 間 ： 夏期休業期間の約 2 週間 

■応 募 資 格 ： 熊本学園大学（学部・大学院）の在学生。ただし、研究生等は除く。 

         ※原則として国際交流委員会主催のプログラムを利用していない学生を優先する。 

■応 募 時 期 ： 4 月応募受付。説明会で詳細案内予定。 

■学 部 枠 ： 原則として、各学部及び大学院に各 4 名の派遣予定者数枠を設ける。 

■参加費用※ ： 約 75 万円（往復渡航費、授業料、宿泊費（学生寮）、海外旅行保険料）食費を除く 

■援 助 金 ： 大学より 3 万円の援助金の支給有。 

■義 務 ： （1）事前研修（オリエンテーション等）に必ず出席すること。 

（2）留学アンケートの回答及び報告書を提出すること。 

■そ の 他 ： 応募者数によっては、本プログラムの実施を中止する場合がある。 

         本学が正当と認める理由以外による辞退は認めない。 

参加内定学生が、後日適当でないと認められたときは内定を取り消す。 

                  世界情勢及び感染症の流行等を理由に派遣を中止する場合がある。 

 

 

 

 

 

 

■派遣先大学 ： 中国 北京第二外国語学院 

■派 遣 人 数 ： 12 名（予定） 

■派 遣 期 間 ： 夏期休業期間の約 2 週間 

■応 募 資 格 ： 熊本学園大学（学部・大学院）の在学生。ただし、研究生等及び中国籍学生は除く。 

■応 募 時 期 ： 4 月応募受付。説明会で詳細案内予定。 

■参加費用※ ： 留学に係る費用はすべて自己負担とする。 

■援 助 金 ： 大学より 2 万円の援助金の支給有。 

■義 務 ： （1）事前研修（オリエンテーション等）に必ず出席すること。 

（2）留学アンケートの回答及び報告書を提出すること。 

   ■そ の 他  ： 本学が正当と認める理由以外による辞退は認めない。 

      参加内定学生が、後日適当でないと認められたときは内定を取り消す。 

世界情勢及び感染症の流行等を理由に派遣を中止する場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

短期派遣の 
プログラム紹介

熊本学園大学では交換留学のほかに、長期休業期間を利用して協定校に 

派遣する短期派遣プログラムも実施しています。 

詳しくはポータルシステムや説明会等で紹介しますのでご確認ください。 

サマープログラム 夏期休業期間を利用して派遣します。 

北京研修 夏期休業期間を利用して派遣します。 
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■派遣先大学 ： 米国 ハワイ大学マノア校アウトリーチカレッジ 

■派 遣 人 数 ： 20 名（予定） 

■派 遣 期 間 ： 春期休業期間の約 3 週間 

■応 募 資 格 ： 熊本学園大学（学部・大学院）の在学生。ただし、研究生等は除く。 

■応 募 時 期 ： ９月応募受付。説明会で詳細案内予定。 

■参加費用※ ： 留学に係る費用はすべて自己負担とする。 

■義 務 ： （1）事前研修（オリエンテーション等）に必ず出席すること。 

（2）留学アンケートの回答及び報告書を提出すること。 

   ■そ の 他  ： 本学が正当と認める理由以外による辞退は認めない。 

     参加内定学生が、後日適当でないと認められたときは内定を取り消す。 

世界情勢及び感染症の流行等を理由に派遣を中止する場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

■派遣先大学 ： 台湾 国立高雄科技大学等   

■派 遣 人 数 ： 12 名（予定） 

■派 遣 期 間 ： 春期休業期間の約 8 日間（予定） 

■応 募 資 格 ： 熊本学園大学（学部・大学院）の在学生。ただし、研究生等は除く。 

         ※原則として国際交流委員会主催のプログラムを利用していない学生を優先する。 

■応 募 時 期 ： 9 月応募受付。説明会で詳細案内予定。 

■学 部 枠 ： 原則として、各学部及び大学院に各 2 名の派遣予定者数枠を設ける。 

■参加費用※ ： 約 15 万円（往復渡航費、宿泊費（学生寮含む）、現地活動費、海外旅行保険料）食費を除く 

■援 助 金 ： 大学より 2 万円の援助金の支給有。 

■義 務 ： （1）事前研修（オリエンテーション等）に必ず出席すること。 

（2）留学アンケートの回答及び報告書を提出すること。 

■そ の 他 ： 本学が正当と認める理由以外による辞退は認めない。 

参加内定学生が、後日適当でないと認められたときは内定を取り消す。 

                  世界情勢及び感染症の流行等を理由に派遣を中止する場合がある。 

 

 

※参加費用に関しては、為替レートの変動等により変更になる場合がある。 

 

短期認定留学 春期休業期間を利用して派遣します。 

台湾研修 春期休業期間を利用して派遣します。 
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